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渋谷

隆 1 
151 

156 

6.1 

6.3.1 

 Ed 6.1 に供試品の清掃の要求がある。一方、6.3.1 に

“包装を取り除き”とあるが、清掃する前に包装

を取り除く必要があるので、6.3.1 の“包装を取

り除き”は不要ではないか。 

156 行の“包装を取り除き”を削除する。 IEC で unpacked との記載な
ので、その表現に合わせ
「包装を取り除き」→ 
「包装が取り除かれ」に変
更します。 

渋谷

隆 2 
158 6.3.1  ed 取り付け方法の規定がない場合、取付部がないか

もしれない。 
“取付部（又は設置部）”に変更する。 “取付部（又は設置部）”に

変更します。 

渋谷

隆 3 
177 6.3.2.2  ed IEC 60068-1:2016 では、試験室温度を規定して

いる。 
“室温”を“試験室温度”に変更する。 「試験室温度」は「管理下

にある後処理条件」に規定

されているため、JIS C 
61300-1 と JIS C 60068-1 の

違いを説明する点から、双

方に共通する表現を用い

て”室温”を”試験を行う標準

の温度”とします。 

渋谷

隆 4 
180 6.3.2.2  ed “標準大気条件“の用語が使われている。IEC 

60068-1:2016 では”標準大気条件“が定義さ

れ、IEC 61300-1 では”標準的環境条件“が定義

されている。 

“標準大気条件（IEC 60068-1:2016 の 4.3 参

照）”とする。 

また、JIS C 61300-1 の次回改正時に、“標準大

気条件”に変更することを検討する。 

“試験の実施のための標準
大気条件（JIS C 60068-
1:2016 の 4.3 参照）に規定
する限度内でなければなら
ない。”とします。 

また JIS C 61300-1 の次回改
正時“標準大気条件”への変
更を検討します。 

渋谷

隆 5 
231 8  ed 対応国際規格では、“DUT mated or unmated 

(for connectors)”となっている。 
“（供試品が光コネクタを含む場合）“を追記す

る。 
“供試品の光コネクタ接続
状態（接続又は非接続）
（供試品が光コネクタを含
む場合）”とします。 

 


